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●  国際講演会「こ こ ろを自由に解 き放つ  ローラ・カ ーリン が創る絵本の  

世界」参加者 募集  

・日時： 10 月 31 日（土）  13： 00～ 16： 00 

・講師：ロー ラ・カ ーリン（イギ リスの 絵本作家）  

・通訳：松下 宏子（ 関西大学ほか 非常勤 講師）  

・会場：大阪 府立中 央図書館  多目的室  

・大人向け（ 中学生 以上可）  ・ 定員： 50 人  ・参加費： 1000 円  

※詳細、お申 し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081031  

●  小学生向けワー ク ショップ「 イギリスの 絵本作家  ロ ーラ・カーリンさん

と絵本をつく ろう」 参加者募集  

・日時： 11 月１日（ 日）  13： 00～ 16： 00 

・講師：ロー ラ・カ ーリン  ＊通 訳つき  

・会場：大阪 府立中 央図書館  大会議室  

・小学１年生 ～６年 生対象  ・定 員： 20 人  ・参加費 ： 500 円  

※詳細、お申 し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#081101ws  

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会

など、さまざ まな事 業経費に充て させて いただきます 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081031
http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#081101ws
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『ふたりのあ した』  石井睦美 /著  牧角 春那 /絵  理論社  2026 年 9 月  対

象年齢：小学 校高学 年以上  

＊今回のゲス トは 当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ） で す。  

あ ら す じ ： 小 学 ６ 年 生 の 朋 美 は 、 同 じ ク ラ ス で 幼 な じ み の 杏 里 ち ゃ ん と 仲 良

く し て い る が 、 ち ょ っ と 距 離 も 感 じ て い て 「 ほ ん と う の 友 だ ち 」 で は な い

と 思 っ て い る 。 卒 業 を ひ か え た １ 月 ２ 週 目 の ３ 日 目 に 、 中 野 さ ん が 転 校 し

て き た 。 最 初 、 み ん な は 中 野 さ ん に 話 し か け る が 、 中 野 さ ん は 、 礼 儀 正 し

い話し方で人 を寄せ 付けない。先生 は、朋 美に、中野さん と家が 近いので、

い っ し ょ に 帰 る よ う に 言 う が 、 中 野 さ ん は 先 に 帰 っ て し ま う 。 あ る 日 、 朋

美 は 、 帰 宅 時 に た ま た ま 、 中 野 さ ん の 家 の 近 く で 、 中 野 さ ん に 出 会 い 、 中

野 さ ん の お 母 さ ん に 家 に 招 か れ て 、 中 野 さ ん の 家 族 が 人 形 劇 団 だ と い う こ

とを知り、そ こから 少しずつ親し くなっ ていく。  

Ｔ：読み終わ ってジ ーンときまし た。  

Ｙ ： 実 は 私 も 。 と は い え 、 お 涙 頂 戴 の 作 品 で は ま っ た く あ り ま せ ん 。 少 女 の

友情物語です 。  

Ｔ ： ふ た り が ト イ レ ま で い っ し ょ に 行 く よ う な ベ タ ベ タ な 関 係 じ ゃ な い と こ

ろがとても新 鮮でお もしろかった 。  

Ｙ ： 距 離 感 が 絶 妙 で 、 転 校 を 繰 り 返 し て い る た め に 友 だ ち が で き な い こ と が

当 た り 前 に な っ て い て 、 人 に 壁 を 作 っ て い る 中 野 さ ん と 、 空 想 好 き で 、 現

実 か ら ち ょ っ と 浮 い た と こ ろ で 生 き て い る 朋 美 が 少 し ず つ 友 だ ち に な っ て

いく過程がと ても丁 寧に描かれて いると 思いました。  

Ｔ：朋美は、おばあち ゃんから生前 にもら った遺品の指 輪に「お ばあちゃん」

と 毎 日 、 話 し か け た り 、 学 校 が で き た と き か ら い る と い う 木 を 「 ハ カ セ 」

と 名 付 け た り 、 イ マ ジ ナ リ ー フ レ ン ド の よ う な 存 在 に 助 け を 借 り な が ら 、

日々を生きて います 。  

Ｙ ： だ か ら 、 社 会 性 が あ っ て 少 し 大 人 び た 杏 里 ち ゃ ん に は 仲 良 く し て も ら っ

て い る と い う 感 じ で 、 友 だ ち だ と 思 わ れ て い な い な と い う こ と に 気 づ い て

います。  

Ｔ ： そ ん な 中 、 近 所 に 引 っ 越 し て き た 中 野 さ ん が 現 れ ま す 。 中 野 さ ん の 両 親

は 人 形 劇 団 を 主 宰 し て い て 、 家 の 前 で 朋 美 が 中 野 さ ん に 話 し か け て い る の

を 見 る と 、 声 を か け て 家 に 招 き い れ ま す 。 そ し て 、 少 し 後 の 別 の 日 、 朋 美

と 中 野 さ ん の ふ た り だ け に 人 形 劇 を 見 せ て く れ ま す 。 大 人 が 子 ど も を 見 守

っている様子 を心地 よく感じまし た。  

Ｙ ： 人 形 劇 の 演 目 は ケ ネ ス ・ グ レ ー ア ム の 「 た の し い 川 べ 」（ 本 は 、『 た の し

い川べ  ヒキ ガエル の冒険』  石井桃 子 /訳  岩波書店）で、そ れは、たま

た ま 、 朋 美 が 読 ん で い た 本 で し た 。 物 語 を 共 有 す る こ と の 楽 し さ が 伝 わ る

場面です。  

Ｔ ： 中 野 さ ん の 真 千 子 お ば さ ん が 、 同 じ 本 を 同 じ 時 間 に 読 ん だ ら ど う か と 提

案 し ま す 。 読 書 は 個 人 的 な 営 み で あ る と 同 時 に 、 物 語 は 人 を つ な ぐ と い う

ことが大切に されて いることがわ かりま す。  

Ｙ：最 後に中野さ んと 朋美がけんか をして しまうところ はどき どきしました 。 

Ｔ ： 中 野 さ ん の 家 族 の 中 に 招 き 入 れ ら れ た 朋 美 は 、 今 度 は 、 中 野 さ ん を 秘 密

の 場 所 に 案 内 し ま す 。 そ の こ と が あ っ た か ら 、 お し ま い に は 中 野 さ ん か ら

朋美への働き かけが あったんだな と思っ て読みました 。  

  本 に は 文 字 の な い モ ノ ク ロ の 風 景 だ け の 見 開 き の 絵 が ２ か 所 あ っ て 、 い

ろ い ろ な 意 味 で 物 語 の 楽 し さ や 読 書 の 楽 し さ が 伝 わ っ て く る 作 品 だ と 思 い

ます。  
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《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  
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イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 132 回  「疑獄元 凶」  

 視線による 心理戦  

作 品 「 疑 獄 元 凶 」 は 、 語 り 手 で あ る 〈 わ た し 〉 の 次 の 一 節 に よ っ て 幕 を 開 け

ます。  

とにかく向こ うは検 事の立場、  

今 の 会 釈 は 悪 く な い 。 勲 績 の あ る 上 長 と し て 、 盛 名 の あ る 君 子 と し て、

礼を尽した態 度であ った。  

政 治 家 で あ り 、 被 告 で も あ る 〈 わ た し 〉 は 、 ま も な く 始 ま る 公 判 を 前 に 、 検

察 官 の 応 対 に ひ と ま ず 満 足 と 安 堵 を 覚 え ま す 。 し か し 、 若 手 検 事 か ら 〈 上 司

の 儀 容 〉 で 対 峙 さ れ る と 、 相 手 の 鋭 い 眼 差 し と 毅 然 と し た 態 度 に 強 い 動 揺 を

覚えます。〈 わたし〉はひどく狼狽 し、山 や林や森、寺など 静 穏な風景を想起

し て 心 の 平 穏 を 保 と う と し ま す 。 し か し 、 平 常 心 を 回 復 さ せ る こ と は 容 易 で

はありません 。  

やがて検事か ら人間 的な表情が失 われ、〈 わたし〉に はその本 性が剥き出し に

な っ た か の よ う に 映 り ま す 。 小 さ な 天 狗 、 豺 （ や ま い ぬ ） の ト ー テ ム 、 黄 い

ろ に 光 る 頬 、 白 い 後 光 。 自 身 を 追 い 込 む 象 徴 的 な イ メ ー ジ が 次 々 と 立 ち あ ら

われ、〈わたし〉は〈 ここで折れて は何に もならん〉と自らを 鼓舞しつつ、相

手 の 眼 差 し を 克 服 し よ う と し ま す 。 し か し 精 神 的 優 位 は 遠 く 、 敗 北 感 が 漂 い

始 め ま す 。 憎 悪 を 帯 び た 検 事 の 眼 は 〈 二 つ の 覗 き 窓 〉 へ と 変 容 し 、 さ ら に は

不吉な牢獄の 窓のよ うに見え、〈 わたし〉はついに、斯様な 状 況に陥った〈元

凶〉としての 自分自 身を内省せざ るを得 なくなります 。  

本作は 2,000 字にも満たない小品 ではあ りますが、〈わた し〉が内なる葛藤 と

有 罪 へ の 恐 怖 を 抱 え つ つ 、 対 峙 す る 相 手 に 屈 す ま い と も が く 心 の 揺 ら ぎ を 、

濃 密 な 筆 致 で 描 き 出 し て い ま す 。 こ の 物 語 の 背 景 に は 、 昭 和 初 期 の 「 五 私 鉄

疑 獄 事 件 」 が あ る と さ れ ま す 。 北 海 道 鉄 道 や 伊 勢 電 気 鉄 道 な ど 、 五 つ の 私 鉄

事 業 者 が 当 時 の 鉄 道 大 臣 ・ 小 川 平 吉 に 便 宜 を 図 る 見 返 り と し て 金 銭 を 供 与 し

たとされる汚 職事件 で、最終的に 小川は 有罪判決を受 けまし た。  

実 際 の 事 件 を 素 材 と し て 構 想 さ れ ま し た が 、 作 者 の 関 心 は 専 ら 政 治 家 で あ る

被 告 の 内 面 へ と 向 け ら れ て い ま す 。 検 事 と 被 告 は 一 言 も 言 葉 を 交 わ さ ず 、 た

だ 視 線 の み を も っ て お 互 い 対 峙 し 、 心 理 戦 を 展 開 し ま し た 。 そ の 緊 張 の 構 図

と と も に 、 自 身 を 鼓 舞 し 、 正 当 化 し 、 そ し て 内 省 す る 被 告 の リ ア ル な 心 の 動

きにこそ、本 作の核 心があると考 えられ ます。（ペ 吉）  

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  
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《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８７  

*****************************************************************  

「ようこそ、 地獄の 推理ゲームに ！」  

 教 授 を の ぞ く 全 員 の 手 が と ま り 、 化 け も の で も 見 る か の よ う に 、 と つ ぜ ん

動きだしたミ ニコン ポを凝視する 。（ 教授 だけは、マ イペース で食事をつづ け

ている。）  

 「 直 接 、 諸 君 の 前 に 姿 を あ ら わ し た い と こ ろ だ が 、 テ ー プ で あ い さ つ す る

失 礼 を ゆ る し て く れ た ま え 。 な に せ 、 わ た し が こ の 推 理 ゲ ー ム の 犯 人 役 な の

でね。」  

 そして、ク ックッ クという笑い 声がは いる。  

 男 か 女 か わ か ら な い 声 。 ま る で コ ン ピ ュ ー タ で 合 成 し た み た い な 声 。 笑 い



声は、こわれ る寸前 のロボットの 悲鳴の ようだ。  

 「 わ た し の 名 前 は 魔 女 。 わ た し の 送 っ た ゲ ー ム の 駒 は 、 気 に 入 っ て く れ た

かな？」  

（『 魔 女 の 隠 れ 里  名 探 偵 夢 水 清 志 郎 事 件 ノ ー ト 』  は や み ね か お る /作  村

田四郎 /絵  講談社 青 い鳥文庫  1996 年 10 月  p.139）  

当 財 団 で は 、 ９ 月 ５ 日 （ 土 ） に 、 学 校 司 書 の 研 究 会 「 気 に な る 本 を 読 む 会 」

と共催で、はやみね かおる先生を お招き して、「スペシャ ル対 談  作家×学校

司書「はやみ ねかお る作品の魅力 を探る ！」」を開 催しまし た 。  

「 名 探 偵 夢 水 清 志 郎 シ リ ー ズ 」、「 怪 盗 ク イ ー ン シ リ ー ズ 」、「 都 会 の ト ム ＆ ソ

ーヤ」、それ 以外に分 けて「気になる本 を 読む会」のメンバ ー が、簡単な作品

紹介をし、そ のあと、はやみね先生 に質問 し、丁寧にお 答えいた だきました。

その中で、「名 探偵夢 水清志郎シリ ーズ」は、本格「ミステリ ー」を強く意識

して書いてい るとお っしゃってお り、 30 年前に夢中に なって 読んだ『魔女 の

隠れ里』を読 み直し 、納得しまし た。  

この本の語り 手は、夢 水清志郎の隣 に住む 中学 １年生の 三つ子、亜衣（あい ）、

真衣（まい ）、美衣（ みい）の長女 亜衣。この本では、雑誌『 セ・シーマ』の

編 集 者 で と て も タ フ な 女 性 で あ る 伊 藤 真 里 が 、 夢 水 清 志 郎 と 三 つ 子 を 誘 っ て

二 度 の 取 材 旅 行 に 出 か け ま す 。 第 Ⅰ 部 は 雪 国 へ 行 き 、 子 ど も が 雪 霊 （ ゆ き だ

ま ） の 藪 へ 行 く と 消 え る と い う 謎 と 、 不 思 議 な ス キ ー の 滑 降 跡 の 謎 を 解 き ま

す 。 そ し て 、 第 Ⅱ 部 で は 、 笙 野 之 里 （ 筆 者 注 ： 遠 野 の 里 を 思 わ せ る ） へ 取 材

に行き、旅館 「楼乱 荘」へ到着し たとた ん、 11 体のマネキン 人形が「魔女 」

か ら 届 き 、 旅 館 の オ ー ナ ー 、 村 長 、 医 者 、 住 職 、 上 越 警 部 た ち （ 筆 者 注 ： 部

屋から出てこ ないオ ーナーの姉を 入れて 全員で 11 人）と食事 をしていると 、

「ミニコンポ のスイ ッチがはいっ て、カセ ットテープが まわり はじめ」（筆者

注：ここは昭 和です ）ます。  

こ こ か ら 、 ア ガ サ ・ ク リ ス テ ィ 『 そ し て 誰 も い な く な っ た 』 を 思 わ せ る よ う

に、一体ずつマネ キン が消えて、それが その 人が「死んだ」こと に なります。

魔 女 と は 誰 な の か 。 な ぜ 、 こ ん な ゲ ー ム を 仕 掛 け た の か 。 名 探 偵 夢 水 清 志 郎

に よ っ て 最 後 に 謎 が 解 か れ 、 そ の 推 理 の 鮮 や か さ と と も に 、 こ の 事 件 の 背 後

に あ る 人 の 思 い に 気 づ い て 心 が 揺 れ ま す 。 そ れ こ そ 、 は や み ね 作 品 の 魅 力 の

一つだと思い ました 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

神戸ファッシ ョン美 術館で 11 月 29 日まで開催されて いる特 別展「水木し げ

る魂の漫画展」に行っ てきました。水 木しげ る（ 1922-2015、以下水木とする）

の水彩画や鉛 筆画、漫 画の原稿、下書き、手 帳、アイデアのメ モや プロット、

愛 用 の 道 具 、 写 真 、 編 集 者 や ア シ ス タ ン ト の イ ン タ ビ ュ ー 映 像 、 ブ ロ ン ズ 像

など、 350 点が展示さ れていて、と ても見 ごたえがあり ました 。  

全 体 は プ ロ ロ ー グ と ８ 章 で 構 成 さ れ て お り 、 第 １ 章 「 武 良 茂 ア ー ト ギ ャ ラ リ

ー  少 年 天 才 画 家 あ ら わ る ！ 」 に は 、 擬 人 化 さ れ た 虫 の 絵 巻 や 白 雪 姫 の 絵 な

ど 10 代の頃の水彩 画 がたくさんあ り、子ど ものころから 絵が得 意だったこと

がよくわかり ます。  

水木は、絵 を勉強して いた 21 歳の時、戦争 に召集されて 激戦地 ラバウルに出

征し、 22 歳の時に爆 撃で左腕を失 って、 24 歳で日本に帰国しま す。武蔵野 美

術 学 校 に 通 い ま す が 中 退 し 、 紙 芝 居 作 家 お よ び 貸 本 漫 画 家 に な り ま す 。 第 ２

章 「 水 木 し げ る 漫 画 研 究  片 腕 で 生 み 出 す 独 自 の 画 法 」 で は 、 プ ロ に な っ た

水 木 の 作 画 方 法 が 丁 寧 に 紹 介 さ れ て い ま し た 。 特 に 興 味 深 か っ た の は 、 作 画



の た め に 集 め た 資 料 や 写 真 を 元 に 描 か れ た 山 道 や 森 林 、 街 中 、 寺 社 仏 閣 等 の

写 真 の よ う に 緻 密 に 描 き こ ま れ た 背 景 画 で し た 。 点 描 で 描 か れ た ち ょ っ と 不

気 味 な 背 景 に 、 妖 怪 な ど の キ ャ ラ ク タ ー が い る こ と で が 、 妖 怪 の 存 在 が と て

もリアルに感 じられ ます。  

ま た 、 カ ラ ー の 絵 は 「 染 め 粉 」 で 着 色 し て い る と の こ と で 、 ヨ ー グ ル ト の 空

瓶 を 使 っ た 道 具 が 展 示 さ れ て い ま し た 。 オ レ ン ジ っ ぽ い 赤 色 が 美 し く 、 モ ノ

クロと彩色さ れた絵 の両方が展示 されて いることで、色が ある ことの美しさ 、

不思議さを感 じるこ とができまし た。  

そして、第３章「水木 しげる人気三 大漫画  鬼太郎／悪 魔くん ／河童の三平 」、

第 ４ 章 「 総 員 玉 砕 せ よ !  壮 絶 な 戦 争 体 験 記 」、 第 ５ 章 「 溢 れ る 好 奇 心  人 物

伝」、第 ６章「 短編に 宿る時代への まなざ し」とジャ ンルごと のマンガ作品 の

紹 介 が 続 き 、 第 ７ 章 「 妖 怪 世 界 へ よ う こ そ 」 に は 妖 怪 の 絵 と 妖 怪 の ブ ロ ン ズ

像 が 紹 介 さ れ 、 第 ８ 章 「 人 生 の 達 人 ・ 水 木 し げ る 」 で は 水 木 の イ ン タ ビ ュ ー

映像と掛け軸 が展示 されていまし た。  

第 ７ 章 に 展 示 さ れ て い た 「 タ ン コ ロ リ ン 」 や 「 さ が り 」 の 原 画 を 見 て 、 子 ど

もの頃に怖い もの見 たさで読んだ『妖 怪な んでも入門 』（小学館  1974 年）を

思 い 出 し ま し た 。 水 木 の 絵 は 、 生 と 死 が い つ も 隣 り 合 わ せ だ と い う こ と を 強

く 意 識 さ せ て く れ ま す 。 展 示 を 通 し て 水 木 の 一 生 を 概 観 す る こ と に よ っ て 、

水 木 作 品 は 、 生 と 死 に 向 き 合 い 続 け て き た 水 木 な ら で は の 世 界 な の だ と 改 め

て思いました 。（Ｋ ）  

神戸ファッシ ョン美 術館  https://www.fashionmuseum.jp/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

第７章  天沢 退二郎 先生  

その１  『犬 のバル ボッシュ』（下）  

1982（昭和 57）年２ 月 13 日の夕刻、パリ 10 区ボン・ヌーベル の韓国料理「 竹

園」で私たちが食事 を はじめたころ、日本 人 の男性ふたり が店に 入ってきて、

となりのテー ブルに 案内されまし た。ひと りは、天沢退 二郎先生（ 1936～ 2023

年）でした。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

前回（第 32 回）のリー ド文および本 文の冒 頭に下記のあ やまり がありました 。

おわびして、 訂正い たします。  

（誤） 1982（昭和 57）年３月 13 日の夕刻 、……  

→（正） 1982（昭和 57）年２月 13 日の夕刻、……  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  Ｉ ＩＣＬＯ  ス トーリ ーコンペ  第 ３回  

*****************************************************************  

ストーリーコ ンペ  第 ３回の投票受 付中！  

キーワード「トビウ オ」「く つ下」を使っ た応募作品の 中から 選ばれた５作 品

のうち、いち ばんお もしろいと思 った作 品に ご投票く ださい 。  

◆こちらに５ 作品を 公開していま す。↓  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#192_5sakuhin  

https://www.fashionmuseum.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#192_5sakuhin


◆投票締め切 り：９ 月 30 日（水）  

 投票はこち らから →  https://forms.gle/STMPLm7vwRuaSeUr9  

みなさんの投 票を集 計し、 次号 NO.194 で、上位２作品 を発表 します。  

同じ条件で書 いた、 富安陽子理事 長の作 品も公開しま す。お 楽しみに！！  

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●講座「生 誕 130 年  宮沢賢治の世 界へ  宮沢賢治  童 話作家 としての道程 」  

講師：遠藤  純（武庫 川女子大学准 教授、日本児童文学 学会理 事、宮沢賢治学

会理事、 IICLO 理事・特別専門員）  

日時： 10 月 1 日（木 ）  14： 00～ 15： 30 ※定員 330 人、有料、要申し込 み  

場所：大阪府 立中央 図書館  ライティホ ー ル  

主催：大阪府 立中央 図書館指定管 理者  長 谷工・大阪共 立・Ｔ ＲＣグループ  

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ふた りのあした 』を

プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募 フ ォ ー ム か ら 、（ 1） お 名

前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ

ば  （ 5）このメルマ ガのご感想を お書き のうえ  ご応募くだ さ い。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 10 月 13 日（火）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

実った水田に トンボ が舞う、ようやく 秋の 気配です。秋と言 え ば 、ス ポ ー ツ ・

読書・行楽と 楽しみ はたくさんあ ります が、食欲の秋 も捨て がたい。しか し

今秋は、機会 をとら えて新しいこ とにも チャレンジし てみよ うと思ってい ま

す。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://forms.gle/STMPLm7vwRuaSeUr9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

